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株式会社 景観技術センター代表取締役社長 景観設計･CGﾌｫﾄﾓﾝﾀｰｼﾞｭの業務に携わる、立命館大学非常勤講師、

日本の文化を守る橋・渡月橋
立命館大学で十数年、非常勤講師をしており、毎年、京都嵐山大堰川に架かる渡月橋について、この橋の桁の材料は、木か、コンクリートか、鉄か、何れかを聞くと、ほとんどの学生は木かコンクリートと答える。実際は、鋼桁である。詳しくはSRC構造（鉄骨鉄筋コンクリート）である。このシリーズでも述べられているが、日本は木造の文化圏である。この橋も昭和九年までは木橋であった。

この橋が最初に架けられたのは、今から千二百数十年前奈良時代の可能性が指摘されているが、確かなのは平安時代に入ってからである。嵐山周辺は平安京の洛外にあたり、風光明媚な処から院の離宮や多くの寺院が建てられた。橋の対岸には虚空蔵菩薩像が安置されている法輪寺があり、参拝する時にこの橋を渡る。また、寺が維持管理をされていたところから法輪寺橋と呼ばれていた。鎌倉時代に入り貴族の避暑地、紅葉の名所としても定着し、貴族の舟遊びも盛んに催され、多くの歌に詠まれた。亀山天皇が「くまなき月が渡る」のに似ているという意味から「渡月橋」と名付けられたといわれている。

現在の位置に橋が架けられたのは江戸時代初期、角倉了以によって、大堰川の上流保津川の開削が行われた時である。その後何度も流失を繰り返したが、昭和九年全面改築にあたり、余りにも有名な景勝地の橋のため、外形上は従来の木橋の形態を保存し、かつ、規定街路橋としての強度を保つ必要から、単純鋼桁鉄筋コンクリート橋が採用された。
なぜ、多くの方が木橋と勘違いするのか、それは、高欄と桁隠しが木で出来ているためである。しかし、木橋の形態を保つために多くの工夫がなされている。
当時、鋼桁ですと桁長20m以上が可能であったが、木桁の長さより径間が決められているため、一径間10.3mそして径間数は15径間全長158mである。
通常、幅員が11mの場合４主桁程度であるが、桁高を低く押え、木桁のイメージを表現するため、桁間隔1mの12主桁にされている。そして、実際、桁下から見ても、鋼桁は見えず、少しでも木の表現に近いコンクリート被膜で高さ42cm幅20cmである。さらに、側面の桁隠しにより木桁のイメージになっている。

床板厚は平均25cmであるが、端部が見える所は桁隠しとの工夫で敷板的厚さ5cmである。（現在は歩道部が設けられ、さらに15cmほど厚くなっている）外側から見た場合、主桁も敷板（床板）も見える所は木材としての大きさである。
高欄は檜材を用いた古くからの格子様式が採用され、洛中の三条大橋の笠木は磨き丸太であるが、ここは洛外であり角材が用いられている。親柱は簡素な一尺（33cm）角が使用され、より一層素朴な木橋の形態が保たれている。
橋脚は直径50cmの鉄筋コンクリート円柱4本、一番目立つ外側に木製の斜杭が設けてあり、また、桁受け梁も陽のあたる部分は角材のイメージ、雰囲気的に木製橋脚に見える工夫が施されている。
この橋には、京都の料理人が、料理の素材の工夫や、お客に料理をさし出す時、男の手は大きいから、いかに手を小さく見せるかなど、さりげない気配りがなされている。料理人と技術者に共通したものが感じられる。
架け換えられて70年近く経ち、昭和50年には歩道部が取り付けられ、平成13年には、老朽化に伴い修復がなされたが、頑なに守られてきた木橋のイメージが、歩道の石張りなどで日本文化の橋から遠ざかり、少し無頓着になってきているように感じられる。

風光明媚な嵐山の自然を引き締める渡月橋、平安時代から四季折々多くの人が訪れ、多くの歌に詠まれ、舟遊びなど盛んに催され、現在も年間約4000万人といわれる京都への観光客の心を和ませてくれる。また、法輪寺は十三参りでも有名である。数えで十三歳の春参拝し、好きな字一文字を半紙に書いて福徳知恵を授かり、お参りのあと、渡月橋を渡りきるまでに後を振り向くとせっかく授かった知恵が逃げるという言い伝えが今日まで続いており、心に残る橋である。
ここ４０数年自動車社会になり、機能性、安全性、便利さ優先の物つくりであったが、日本の木造の文化、木の温もり、暖か味が感じられる敷板を敷いた路面、歩行者優先の橋になれば、より一層こころ和む橋になるであろう。
世界に数少ない木造の文化、伝統ある木橋が多くかかることを望む。
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4年ほど前　歩車道防護柵に石柱、フットライトに青白い光、まったく木の文化とかけ離れた材料、色が使われている。
